
国
語
科
教
育
研
究
に
お
け
る
「
授
業
研
究
」
は
ど
う
行
わ
れ
ま
た
ど
こ
に
向
か
う
べ
き
か

-
　
学
会
誌
の
中
で
の
授
業
研
究
の
あ
り
よ
う
と
こ
れ
か
ら
の
方
向
性
　
-

難
　
波
　
博
　
孝

O
e
　
は
　
じ
　
め
　
に

授
業
を
研
究
す
る
こ
と
は
'
実
践
の
現
場
で
は
当
然
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
そ
れ
は
'
日
々
の
実
践
を
見
つ
め
直
し
、
明
日
の
授
業
の
改
善
を
行
う

た
め
に
必
至
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
国
語
科
教
育
と
い
う
研
究
分
野
で
の

授
業
研
究
と
は
、
一
体
何
を
行
う
行
為
な
の
だ
ろ
う
か
。

当
事
者
で
も
な
い
研
究
者
が
、
他
人
の
授
業
を
「
研
究
」
す
る
と
は
ど
う
い

う
営
み
な
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
授
業
の
当
事
者
で
あ
っ
て
も
な
-
て
も
、
授
業

を
研
究
し
た
こ
と
を
「
論
文
」
に
す
る
と
は
ど
う
い
う
営
み
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ

こ
に
は
単
に
「
明
日
の
授
業
の
改
善
に
資
す
る
」
こ
と
以
外
の
こ
と
が
ね
ら
わ

れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
ね
ら
い
は
そ
れ
ほ
ど
明
確
に
意

識
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
へ
　
こ
の
こ
と
を
真
剣
に
考
え
る
こ
と
は
、

「
実
践
」
を
「
研
究
」
す
る
と
は
い
か
な
る
こ
と
か
t
と
い
う
教
育
学
全
体
が

背
負
っ
て
い
る
ア
ポ
リ
ア
に
向
き
合
う
こ
と
で
も
あ
る
。

本
論
は
、
国
語
科
教
育
の
分
野
に
お
い
て
授
業
と
い
う
も
の
の
研
究
が
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
た
か
を
、
国
語
科
教
育
の
唯
l
の
学
会
誌
で
あ
る
F
国
語
科
教

育
』
　
(
全
国
大
学
国
語
教
育
学
会
編
)
　
の
掲
載
の
あ
り
よ
う
か
ら
見
て
い
き
'

そ
こ
に
考
察
を
加
え
、
さ
ら
に
国
語
科
教
育
と
い
う
学
問
の
分
野
に
お
い
て
授

業
研
究
が
'
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
べ
き
か
を
考
え
て
い
こ
う
と
す

る

も

の

で

あ

る

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

E

l
.
『
国
語
科
教
育
』
(
全
国
大
学
国
語
教
育
学
会
編
)
掲
　
5
2

載
の
授
業
研
究
関
係
論
文
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
一

F
国
語
科
教
育
」
の
中
に
収
録
さ
れ
た
授
業
研
究
関
係
論
文
を
洗
い
出
し
、
次

の
よ
う
に
分
析
し
た
.

A
-
狭
義
の
授
業
研
究
-
教
師
自
ら
ま
た
は
共
同
研
究
者
と
共
に
行
っ
た
'

一
時
間
～
一
単
元
の
、
実
際
の
授
業
の
研
究
　
表
I
の
　
(
　
)
は
研
究

者
に
よ
る
飛
び
込
み
の
授
業

な
お
'
な
ん
ら
か
の
　
(
授
業
実
践
と
は
異
な
る
こ
と
、
た
と
え
ば
、
子

ど
も
の
読
み
の
実
態
な
ど
の
)
仮
説
を
検
証
し
た
り
'
そ
の
実
態
を
探

究
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
り
し
た
授
業
は
除
い
て
い
る
。

B
-
実
際
の
実
践
か
ら
着
想
し
た
'
あ
る
節
城
の
実
践
へ
の
提
案

C
-
授
業
研
究
に
つ
な
が
る
研
究
-
教
師
研
究
'
授
業
の
理
論
研
究
、
学
習



者
研
究

D
-
学
会
行
事
と
し
て
の
研
究
-
研
究
授
業
と
そ
の
討
議
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

な
ど

収
録
さ
れ
た
論
文
の
一
覧
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

(A)

蝣
f
C
<
」
,
恥

(
文
法
教
育
の
指
導
実
践
例
と
し
て
)

?
　
　
　
　
(
l
九
五
九
)
　
「
段
落
と
接
続
詞
の
連
関
的
指
導
」

第
1
6
災

堀
　
芳
夫
(
一
九
六
九
)
　
「
「
夕
鶴
」
受
容
の
間
題
」

&
?
,
#

井
上
　
勘
嗣
(
一
九
七
三
)
　
「
表
現
力
を
育
て
る
-
文
学
的
文
章
の
指
導
-
」

i
7
-
C
)
熊

加
留
都
謹
一
(
1
九
七
四
)
　
「
模
倣
か
ら
創
造
へ
I
参
考
作
品
を
導
入
し
た
論

理
的
文
章
の
場
合
-
」

&
'
f
i
心

中
出
　
紀
子
(
l
九
七
八
)
「
読
む
こ
と
と
告
-
こ
と
の
関
連
指
導
」

節
2
9
集

世
羅
　
博
昭
(
l
九
八
二
)
「
F
平
家
物
語
』
の
学
習
指
導
-
「
l
の
谷
の
合
戦
」

場
面
を
中
心
に
-
」

第
3
1
集

菅
　
　
邦
男
(
1
九
八
四
)
　
「
詩
教
材
「
熱
帯
魚
」
　
の
解
釈
-
慈
意
性
・
多
様

性
を
め
ぐ
っ
て
-
」
(
研
究
者
に
よ
る
飛
び
込
み
の

授
業
)

第
3
2
集

揮
本
　
和
子
二
九
八
五
)
「
説
明
的
文
章
読
解
の
学
習
過
程
に
関
す
る
研
究

-
子
ど
も
の
興
味
・
関
心
も
疑
問
を
生
か
し
論
理

的
に
読
み
と
る
た
め
に
-
」

蝣

r

T

c

r

-

j

 

'

Z

T

北
条
　
常
久
(
一
九
八
七
)
「
説
明
的
文
章
の
読
み
と
惰
報
の
関
係
」
(
研
究
者

に
よ
る
飛
び
込
み
の
授
業
)

'Ten黙

田
中
美
也
子
二
九
八
九
)

高
木
　
展
郎
二
九
八
九
)

浜
島
　
隆
雄
(
一
九
八
九
)

第
3
7
葉

棚
橋
　
尚
子
二
九
九
〇
)

篠
揮
　
幹
夫
二
九
九
〇
)

「
説
明
的
文
章
に
お
け
る
「
情
報
読
み
」
学
習
の

指
導
に
つ
い
て
の
1
考
穴
や
-
校
数
の
資
料
の
　
「
比

較
読
み
」
　
指
導
を
通
し
て
み
た
文
章
と
情
報
と

の
か
か
わ
-
」

「
国
語
科
学
習
に
お
け
る
映
像
の
位
置
I
映
像
を

読
む
授
業
の
試
み
-
」

「
よ
り
確
か
で
深
い
読
み
の
力
を
育
て
る
国
語
科

の
授
業
-
小
説
「
信
念
」
-
」

53

「
説
明
と
描
写
に
関
す
る
考
察
(
二
)
」

「
『
伝
え
合
い
」
を
生
か
し
た
国
語
学
習
-
物
語

単
冗
「
大
造
じ
い
さ
ん
と
ガ
ン
」
　
の
実
践
を
通
し

て
-
」

佐
藤
　
明
宏
二
九
九
〇
)
「
子
ど
も
の
読
み
の
個
性
を
生
か
す
-
「
野
の
馬
」

の
実
践
を
も
と
に
-
」



柿

?

s

^

唐
崎
　
椎
行
二
九
九
一
)
　
「
意
欲
的
に
古
典
学
習
に
向
か
わ
せ
る
指
導
の
工

夫
I
『
枕
草
子
』
を
題
材
に
し
た
総
合
単
冗
学
習

の
実
践
を
通
し
て
I
」

田
中
　
宏
幸
(
1
九
九
一
)
　
「
l
=
間
等
学
校
作
文
教
育
に
お
け
る
イ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
指
導
の
実
践
的
研
究
-
フ
リ
ー
タ
ー
に
つ
い
て

意
見
文
を
詩
か
せ
る
指
草
を
通
し
て
I
」

洋
本
　
和
子
(
一
九
九
こ
　
「
事
例
列
挙
型
説
明
文
の
学
習
方
法
研
究
-
第
三

学
年
の
場
合
-
」

加
藤
　
宏
文
(
一
九
九
一
)
　
「
高
等
学
校
に
お
け
る
語
菜
学
習
の
一
方
法
」

irrcH'̂
-

山
下
　
俊
幸
(
一
九
九
二
)
　
「
児
童
の
状
況
的
認
知
と
文
章
産
山
の
実
際
に
つ

い
て
-
表
現
(
作
文
)
学
習
へ
の
状
況
論
的
ア
プ

ロ
ー
チ
ー
」

第
4
0
兆

牧
戸
　
輩
(
一
九
九
三
)
　
「
説
明
的
文
章
表
現
指
導
の
実
践
的
研
究
-
表
現

の
内
容
と
方
法
を
保
障
す
る
学
習
の
生
成
-
」

田
中
　
宏
幸
(
一
九
九
二
)
　
「
高
等
学
校
作
文
教
育
に
お
け
る
イ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
指
導
-
堅
冗
「
私
の
友
情
論
」
　
の
場
合
-
」

J
^
.
7
1
駁

米
田
　
　
猛
(
一
九
九
五
)
　
「
作
文
指
草
に
活
か
す
語
菜
指
導
試
論
-
感
情
表

現
の
場
合
-
」

第
4
3
集

井
上
　
雅
彦
(
l
九
九
六
)
　
「
デ
ィ
ベ
1
-
に
よ
る
(
読
み
)
の
学
習
指
導
I

二
値
か
ら
多
様
な
読
み
へ
、
そ
し
て
多
値
へ
ー
」

j
^
i
Q
s
?

吉
川
　
芳
則
(
一
九
九
八
)
　
「
説
明
的
文
章
の
学
習
活
動
を
改
善
す
る
た
め
の

蝣

.

*

-

'

」

-

」

的
4
6
集

木
村
　
勝
博
(
一
九
九
九
)
　
「
文
学
の
授
業
と
「
他
者
」
-
「
読
む
」
文
学
か

ら
「
す
る
」
文
学
へ
-
」

(B)

ĵ
LfO駁

'

・

.

・

・

'

I

 

I

.

.

 

'

'

'

:

I

r̂
-'--帖

0
0

萩
城
　
春
雄
(
l
九
六
九
)
　
「
語
蓑
指
導
(
実
践
報
告
)
」

C
*
-
>
-
^

野
口
　
芳
宏
(
l
九
七
l
)
「
詩
の
鑑
賞
指
導
に
つ
い
て
の
考
察
I
「
理
解
」

と
「
鑑
賞
」
と
の
関
連
-
」

第
二
二
集

中
村
　
　
喬
(
一
九
七
五
)
　
「
発
達
段
階
を
踏
ま
え
た
作
文
指
淳
に
つ
い
て
の

l
E
S
盗
【

耶p~.J」

山
下
　
俊
幸
(
l
九
九
六
)
「
校
線
型
学
習
展
開
に
関
す
る
l
考
察
I
国
語
科

単
元
学
習
へ
の
状
況
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
よ
-
-
」
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(C)

第
5
集

野
地
　
澗
家
(
1
九
五
八
)
　
「
国
語
教
育
学
の
理
論
的
性
格
」

第
3
9
尖

広
瀬
　
節
夫
(
一
九
九
二
)
「
国
語
科
授
業
過
程
に
お
け
る
学
習
者
研
究
」

第
4
2
集

高
木
　
展
郎
(
一
九
九
五
)
　
「
国
語
科
授
業
観
形
成
の
拠
点
-
小
学
校
教
師
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
通
し
て
-
」

小
川
　
雅
子
(
一
九
九
五
)
　
「
国
語
教
育
に
お
け
る
教
師
の
意
識
と
実
践
の
禿

離
」

第
4
6
葉

間
瀬
　
茂
夫
(
1
九
九
九
)
　
「
国
語
科
教
師
の
持
つ
説
明
的
文
章
の
論
理
の
と

ら
え
方
と
指
導
理
論
に
関
す
る
考
察
」

(D)

第
8
集
特
集
「
学
習
目
標
と
指
導
方
法
I
特
に
小
・
中
二
日
間
の
読
む
こ
と
の
指

導
に
お
い
て
-
」

第
9
集
特
集
「
学
習
目
標
と
指
導
方
法
「
-
特
に
説
明
文
の
読
解
指
導
に
つ
い

て
-
」

第
1
0
集
　
　
「
授
業
研
究
の
方
法
」

第
1
 
1
集
　
　
「
-
授
業
研
究
」

第
1
2
集
　
　
第
二
十
八
回
学
会
報
告
学
会
第
二
日
「
授
業
研
究
」

・

^

L

・

蝣

>

蝣

'

-

+

-

古
田
　
　
拡
二
九
六
八
)
　
「
『
杜
千
春
」
一
時
間
の
授
業
-
発
問
の
く
ふ
う
と

そ
の
実
験
-
」

m
^

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

上
原
輝
男

松
山
羊
一

金
子
守

福
沢
〓
>
・
-
)(
-
,
-

第
3
2
集

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

松
山
羊
一

長
田
久
男

蝣
ア
'
.
"
,
'
~
寺 「

国
語
教
育
の
実
験
的
研
究
-
そ
の
課
題
と
方
法
-
」

(
1
九
八
一
)
　
「
提
案
I
」

(
l
九
八
一
)
　
「
提
案
Ⅲ
教
育
の
実
験
的
研
究
の
意
義
と
そ
の

在
-
方
[
そ
の
〓
」

(
1
九
八
1
)
「
提
案
Ⅲ
教
L
r
E
の
実
験
的
研
究
の
意
義
と
そ
の

在
り
方
[
そ
の
二
]
」

(
一
九
八
一
)
　
「
提
案
Ⅳ
」

「
国
語
科
授
業
研
究
の
方
法
」

二
九
八
五
)
「
国
語
科
授
業
研
究
の
方
法
」

(
1
九
八
五
)
　
「
国
語
科
授
業
研
究
の
方
法
」

(
l
九
八
五
)
　
「
室
の
高
い
授
業
を
つ
-
る
た
め
の
徴
標
脆
め

を
-
国
語
科
授
業
研
究
の
方
法
-
」
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以
上
の
論
文
を
一
覧
表
に
ま
と
め
へ
さ
ら
に
論
文
の
内
容
を
簡
単
に
ま
と
め
て

記
し
た
の
が
、
表
I
で
あ
る
。

(
表
-
‥
r
国
語
科
教
育
」
所
収
授
業
研
究
関
係
論
文
1
覧
)



,82 ,8 1 ,80 ,79 ,78 ,77 ,76 ,75 ,74 ,73 ,72 ,71 ,7 0 .69 ,68 ,6 7 ,66 ,65 ,6 1 .63 '62 ,6 1 午

29 2S 27 2 6 2 5 2 4 2 3 2 2 2 1 2 0 19 18 17 lfi 15 1Ll 13 12 l l 10 9 8 'j数

古

t"l

説
明

作
文

読
明

作
文

文
学

作
文

文

早 A

作

文

請 号五
F]ロ

ffi

説

nil B

C

ラ

ン
盟

支

望

共

同

文
学

蝣it-
同

問
追

共
同

級
点

輿
R

説

w

共
同

文
学

D

,99 ,98 ,97 -96 ,95 ,94 ,93 ,92 -91 "0 ・so ,88 ,8 7 ,86 ,85 ,8 4 ,83 *
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嘉
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..、
nra哩
観

教 授
青 菜
観 組

早
習
者 C

シ
ン
J. D
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こ
の
表
-
か
ら
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
読
み
と
れ
よ
う
。
実
際
に
行
っ
た

授
業
を
分
析
考
察
す
る
研
究
が
'
一
九
八
九
年
以
前
は
、
学
会
誌
に
は
単
発
的

に
し
か
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
の
に
対
し
'
3
6
号
二
九
八
九
年
)
か
ら
急
増
し

て
い
る
こ
と
t
 
l
九
八
九
年
以
前
で
は
、
N
 
C
M
号
(
1
九
七
三
～
七
八
年
)

あ
た
り
で
、
読
む
こ
と
と
書
-
こ
と
と
の
関
連
指
導
に
つ
い
て
の
研
究
が
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
'
3
9
号
(
一
九
九
二
年
)
以
後
に
は
'
教
師
研
究
や
学

習
者
研
究
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

で
は
、
学
会
誌
の
中
で
'
授
業
研
究
の
成
米
は
、
ど
の
よ
う
に
受
け
継
が
れ

て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
授
業
と
い
う
一
回
性
の
も
の
に
対
す
る
研
究
成
果
を

受
け
継
ぐ
に
は
、
あ
る
特
定
の
授
業
か
ら
得
ら
れ
た
成
果
を
越
え
て
'
授
業
1

舷
を
捉
え
る
「
マ
ク
ロ
な
視
点
」
の
提
出
が
'
そ
の
論
文
に
求
め
ら
れ
る
。
学

会
誌
の
中
で
は
、
授
業
研
究
に
お
け
る
マ
ク
ロ
な
視
点
は
'
ど
の
よ
う
に
提
出

さ
れ
'
継
承
さ
れ
て
き
た
だ
ろ
う
か
。

2
'
授
業
研
究
を
見
て
い
く
た
め
の
視
点

学
会
誌
『
国
語
科
教
育
」
　
の
授
業
研
究
関
係
の
論
文
を
見
て
い
く
た
め
の

「
マ
ク
ロ
な
視
点
」
を
導
き
出
す
た
め
に
、
牲
波
二
九
九
九
)
で
提
案
し
た
、

国
語
科
教
育
の
研
究
ア
プ
ロ
ー
チ
を
利
用
し
た
い
。

授
業
の
因
果
律
を
何
ら
か
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
で
記
述
・
説
明
す
る
こ
と
と
は
'

没
価
倍
的
な
'
一
般
的
な
所
作
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
「
ど
う
な
る
の
が
よ
い

か
」
と
い
う
発
想
は
入
る
は
ず
は
な
い
。
1
方
で
、
授
業
の
目
的
を
語
る
こ
と

は
、
授
業
が
ま
た
学
習
者
が
「
ど
う
な
る
べ
き
か
」
を
問
う
こ
と
で
あ
る
。
授

業
の
因
果
律
が
完
全
に
明
ら
か
に
な
っ
た
と
し
て
も
(
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
え

な
い
が
)
~
そ
れ
で
授
業
の
目
的
が
明
ら
か
に
な
る
も
の
で
は
な
い
。
授
業
の

目
的
の
研
究
は
、
き
わ
め
て
価
値
的
な
所
作
で
あ
る
。

授
業
研
究
に
お
い
て
も
、
同
語
教
育
研
究
に
お
い
て
も
'
「
授
業
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
」
「
学
習
者
は
ど
の
よ
う
に
発
達
す
べ
き
か
」
と
い
う
問
い
ば
か
り
が

先
走
と
「
授
業
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
」
「
学
習
者
は
ど
の
よ
う
に
発
達
す
る

か
」
と
い
う
研
究
が
、
乏
し
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
も
私
は
'
国
語
教
育
研
究

に
お
い
て
も
、
授
業
研
究
に
お
い
て
も
、
没
価
値
的
な
研
究
が
も
っ
と
行
わ
れ

る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

し
か
し
'
目
的
論
的
研
究
が
不
必
要
な
の
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
「
よ

い
授
業
と
は
何
か
」
「
よ
-
読
め
て
い
る
と
は
ど
ん
な
状
態
な
の
か
」
な
ど
の
'

価
値
に
つ
い
て
の
思
想
'
す
な
わ
ち
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
研
究
が
も
っ
と
必
要
で
あ

る
。こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
'
研
究
ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
'
没
価
佃
的
な
因
果

論
に
基
づ
-
い
わ
ゆ
る
実
証
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
、
価
佃
的
な
目
的
論
に
基
づ

-
実
践
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
'
難
波
(
一
九
九

九
)
　
で
は
次
の
表
の
よ
う
に
、
国
語
科
教
育
の
研
究
ア
プ
ロ
ー
チ
を
ま
と
め
た
。
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(
表
2
-
国
語
科
教
軒
の
研
究
ア
プ
ロ
ー
チ
)
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そ
れ
ぞ
れ
の
セ
ル
に
入
れ
ら
れ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
は
'
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ

る
。(
-
)
記
述
研
究
部
門
-
授
業
が
ど
の
よ
う
に
お
こ
っ
て
い
る
か
を
、
投
価
値

的
に
(
う
ま
-
い
っ
て
い
る
か
ど
う
か
考
慮
せ
ず
)

記
述
す
る
。

(
2
)
説
明
研
究
部
門
-
記
述
さ
れ
た
授
業
を
'
い
ろ
い
ろ
な
理
論
的
な
枠
組

み
で
説
明
す
る
。
い
か
に
そ
の
授
業
が
す
ぐ
れ
て
い

る
か
を
説
明
す
る
の
で
は
な
く
'
そ
の
授
業
が
ど
の

よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
動
い
て
い
る
か
を
説
明
す
る
。

(
3
)
　
思
想
研
究
部
門
-
あ
る
授
業
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
、
教
師
の
あ
る
い

は
授
業
研
究
者
の
、
授
業
観
・
教
育
観
・
学
習
者

観
・
国
語
教
育
目
標
観
な
ど
を
研
究
す
る
。

(
4
)
実
践
研
究
部
門
・
・
・
あ
る
「
思
想
」
か
ら
得
ら
れ
た
価
値
基
準
に
よ
る
'

ま
た
「
記
述
」
「
説
明
」
研
究
か
ら
得
ら
れ
た
成
果

に
基
づ
-
、
授
業
の
研
究
。
あ
る
授
業
に
つ
い
て
価

値
判
断
を
入
れ
て
'
研
究
・
開
発
す
る
。

本
論
で
は
、
(
-
)
　
(
<
N
)
　
(
3
)
　
の
研
究
を
総
称
し
て
'
「
マ
ク
ロ
な
視
点
の

研
究
」
と
呼
び
、
こ
の
「
マ
ク
ロ
な
視
点
」
が
『
国
語
科
教
育
』
　
の
授
業
関
係

論
文
に
ど
の
よ
う
に
提
出
さ
れ
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
か
を
見
て
い
く
こ
と
に
す

る
。

3
`
『
国
語
科
教
育
』
に
見
ら
れ
る
、
授
業
研
究
の
マ
ク

ロ
な
視
点
の
提
出
・
継
承
状
況

e
n
'
蝣
-
 
'
は
じ
ま
り
と
し
て
の
共
同
研
究

学
会
誌
の
授
業
研
究
関
係
の
最
初
の
論
文
で
あ
る
第
六
集
の
論
文
は
、
文
法

事
項
の
授
業
実
践
の
紹
介
で
あ
-
'
当
該
の
授
業
自
身
の
検
討
も
少
な
-
、
ま

し
て
'
「
授
業
研
究
の
マ
ク
ロ
な
視
点
」
の
提
出
は
見
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

F
国
語
科
教
育
l
に
見
ら
れ
る
'
授
業
研
究
の
マ
ク
ロ
な
視
点
の
提
出
・
継
承

状
況
を
見
る
に
は
'
そ
の
次
の
'
第
8
集
-
第
1
2
集
の
、
学
会
共
同
に
よ
る
授

業
研
究
の
成
果
と
そ
の
後
の
継
承
状
況
を
見
る
の
が
一
番
で
あ
ろ
う
。

第
8
集
(
一
九
六
1
)
特
娯
「
学
習
目
標
と
指
導
方
法
-
特
に
小
・
中
・
廿
ー
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の
読
む
こ
と
の
指
導
に
お
い
て
-
」

こ
こ
で
は
'
は
し
が
き
の
　
「
国
語
教
育
学
の
基
礎
を
な
す
も
の
は
'
ま
ず
、

事
例
研
究
で
あ
る
。
そ
の
研
究
に
は
'
「
教
室
事
象
」
が
考
察
さ
れ
な
-
て
は
な

ら
な
い
　
(
P
n
 
-
m
)
」
に
あ
る
よ
う
に
、
事
例
研
究
と
し
て
の
授
業
研
究
と
い
う

コ
ン
セ
プ
-
が
打
ち
出
さ
れ
'
小
・
中
・
高
の
学
習
指
草
案
・
研
究
授
業
・
研

究
協
議
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
号
で
は
、
文
学
教
材
の
授
業
研
究
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
号
で
見
ら
れ
る
授
業
研
究
の
マ
ク
ロ
な
視
点
と
し
て
ほ
、
西
平
直
喜
氏
の

「
授
業
経
過
の
心
理
学
的
分
析
」
と
い
う
ー
さ
ま
ざ
ま
な
記
号
を
使
っ
た
授
業

記
述
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
授
業
そ
の
も
の
を
'
没
価
佃

的
に
記
述
す
る
と
い
う
'
西
平
氏
の
方
法
が
そ
の
後
国
語
科
教
育
研
究
に
生
か

さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
授
業
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
、
マ

ク
ロ
に
記
述
す
る
方
法
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
注
目
し
た
い
。



第
9
集
二
九
六
二
)

特
集
「
学
習
目
標
と
指
導
方
法
」

-
特
に
説
明
文
の

読
解
指
導
に
つ
い
て
-
」

こ
の
号
で
は
ー
授
業
と
い
う
も
の
を
マ
ク
ロ
に
捉
え
る
視
点
を
不
十
分
な
が

ら
も
提
出
し
'
そ
の
視
点
か
ら
絞
っ
て
授
業
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
ま
と

め
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

「
授
業
分
析
に
も
ま
ず
必
要
な
五
つ
の
要
素
一
だ
れ
が
　
二
だ
れ
に
　
三

な
に
を
　
四
ど
ん
な
に
　
五
な
ん
の
た
め
に
1
の
「
だ
れ
が
」
は
教
師
養
成
の

大
学
校
の
附
属
校
の
教
師
　
　
二
の
「
だ
れ
に
」
は
'
そ
の
附
属
校
の
児
童
'

生
徒
、
三
の
「
な
に
を
」
は
教
材
と
し
て
「
説
明
文
」
四
の
「
ど
ん
な
に
」
は

指
導
方
法
、
五
の
「
な
ん
の
た
め
に
」
は
'
単
元
設
定
の
理
由
と
'
そ
こ
か
ら

導
き
出
さ
れ
る
目
標
と
な
る
。
だ
か
ら
詳
細
詳
密
に
研
究
す
る
た
め
に
は
、
こ

の
五
つ
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
'
今

回
の
研
究
目
標
は
「
学
習
目
標
と
指
導
法
」
で
あ
っ
た
か
ら
、
授
業
後
の
研
究

協
議
で
は
こ
の
点
に
し
ぼ
ら
れ
た
。
」

こ
れ
ら
の
分
析
の
統
点
を
見
る
と
'
授
業
を
目
的
的
行
為
と
し
て
捉
え
'
そ

の
た
め
の
分
析
の
観
点
(
つ
ま
-
'
「
実
践
研
究
の
観
点
」
)
を
用
意
し
て
い
る
。

ま
た
'
研
究
の
ね
ら
い
と
し
て
は
、
「
教
師
と
し
て
は
'
児
童
生
徒
の
発
表
や
質

問
、
応
答
の
中
で
、
教
材
の
事
前
研
究
以
上
に
教
材
の
核
心
に
せ
ま
っ
て
い
き
、

そ
こ
か
ら
目
標
と
方
法
の
確
認
と
修
正
が
ど
う
お
こ
な
わ
れ
た
か
へ
一
方
'
学

習
者
と
し
て
は
学
習
中
に
、
と
-
に
高
学
年
に
お
い
て
'
自
分
の
読
み
か
た
の

確
認
と
修
正
、
そ
れ
が
学
友
の
こ
と
ば
と
教
師
の
指
導
に
よ
っ
て
ど
う
お
こ
な

わ
れ
た
か
、
す
な
わ
ち
学
習
意
識
の
自
覚
(
ォ
3
)
」
を
み
る
t
と
い
う
よ
う

に
か
な
り
「
自
覚
的
」
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
'
そ
の
討

議
の
中
で
「
「
目
標
」
と
い
う
よ
う
な
基
本
的
な
術
語
の
内
容
さ
え
'
ま
だ
明

白
に
さ
れ
て
い
な
い
事
実
を
直
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
(
p
l
)
」
と
い
う

よ
う
な
、
授
業
研
究
に
お
け
る
根
源
的
な
問
い
か
け
も
、
実
践
に
基
づ
い
て
提

出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
提
出
さ
れ
た
観
点
の
背
後
に
あ
る
思
想
に
ま
で
踏

み
込
む
必
要
が
あ
る
と
い
う
自
覚
も
生
ま
れ
て
い
る
(
「
思
想
面
で
の
マ
ク
ロ
研

究
の
萌
芽
」
)
0

第
1
0
集
(
一
九
六
三
)
　
「
授
業
研
究
の
方
法
」

こ
の
号
で
は
'
こ
れ
ま
で
の
授
業
研
究
の
成
果
か
ら
'
以
下
の
よ
う
な
観
点

を
設
け
て
研
究
を
行
っ
て
い
る
　
(
ォ
a
-
m
)
。

国
語
科
授
業
研
究
の
税
貞

一
総
合
的
立
場

-
　
教
室
の
空
気
(
暖
か
さ
、
深
さ
等
)

2
　
学
習
指
導
の
流
れ
　
(
速
さ
、
間
等
)

二
　
分
析
的
立
場

-
　
教
材
の
研
究

2
　
児
童
・
生
徒
の
実
態
の
把
握

3
　
学
習
指
導
案

4
　
目
標
・
学
習
内
容
の
設
定

5
　
学
習
指
導
の
方
法

学
習
型
態

数
式
・
授
業
の
展
開
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6
　
教
師
の
活
動

話
発
問
助
言
枚
許

7
　
児
童
・
生
徒
の
活
動

応
答
質
疑
話
し
あ
い
発
表
作
業
　
(
ノ
ー
ト
等
)

こ
の
観
点
を
見
る
と
'
ま
ず
総
合
的
な
立
場
の
所
に
は
'
第
8
集
で
議
論
さ

れ
、
ま
た
西
平
氏
も
提
案
し
た
'
授
業
全
体
を
見
て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
の
反

映
が
あ
る
。
第
8
葉
で
は
'
研
究
授
業
に
対
し
て
、
「
授
業
の
空
気
が
同
い
'
柔

ら
か
い
」
な
ど
の
議
論
が
西
平
氏
の
主
草
の
も
と
行
わ
れ
た
.
そ
の
成
果
の
継

承
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
分
析
的
立
場
で
は
'
第
9
集
の
ま
と
め
で
提
出
さ
れ

た
観
点
が
'
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
観
点
は
'
今
ま

で
の
授
業
研
究
の
成
果
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
本

論
の
枠
組
み
で
い
え
ば
'
総
合
的
な
立
場
は
、
「
記
述
研
究
」
で
あ
り
、
分
析

的
な
立
切
は
、
「
実
践
研
究
」
　
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
観
点
に
関
し
て
へ
次
の
よ
う
な
新
た
な
提
案
も
出
さ
れ
た
。

野
地
澗
家
氏
は
'
「
お
よ
そ
授
業
研
究
に
は
'
授
業
者
の
国
有
の
方
法
と
形
態

で
な
さ
れ
る
ば
あ
い
と
'
実
験
的
意
図
を
多
-
盛
-
こ
ん
で
'
そ
れ
だ
け
問
題

点
を
は
ら
む
方
法
と
形
態
で
な
さ
れ
る
ば
あ
い
と
が
あ
る
。
」
「
も
し
後
者
の
授

業
研
究
を
と
る
と
す
れ
ば
、
問
題
設
定
・
教
材
研
究
・
指
導
計
画
・
授
業
実
施

を
'
共
同
研
究
と
し
て
す
す
め
て
い
-
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
」
「
授
業
研
究

と
い
う
こ
と
に
重
点
を
お
け
ば
、
ま
た
別
の
形
式
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
授
業
経

過
に
即
し
て
、
分
析
し
え
た
事
項
を
重
ね
合
わ
せ
る
よ
う
に
'
記
述
し
て
い
く

こ
と
も
で
き
よ
う
。
授
業
後
も
授
業
者
・
学
習
者
の
授
業
を
め
ぐ
っ
て
の
協
議

も
考
え
ら
れ
よ
う
。
」
と
述
べ
て
お
り
'
授
業
の
計
画
時
か
ら
の
共
同
研
究
の
可

能
性
・
授
業
過
程
に
即
し
た
分
析
・
授
業
後
の
学
習
者
も
含
め
た
検
討
が
提
案

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
中
西
昇
氏
は
、
「
(
五
)
'
(
5
)
　
「
学
習
指
導
の
方
法
」
は
外
面
的
な

形
で
あ
っ
て
、
内
面
的
な
評
価
的
観
点
が
示
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
'
新
し
-
坐

徒
の
主
体
性
に
お
け
る
必
然
的
展
開
を
見
る
べ
き
項
目
を
加
え
て
は
ど
う
か
。

(
六
)
、
総
合
的
立
場
と
分
析
的
立
場
と
が
共
に
か
な
-
外
面
的
な
感
じ
を
持

つ
か
ら
、
内
面
的
基
準
に
立
っ
て
整
理
し
な
お
し
た
ら
ど
う
か
。
(
七
)
、
「
評

価
」
の
観
点
が
う
た
っ
て
な
い
が
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
」
と
述
べ
'
授
業
に

お
け
る
'
内
面
の
展
開
・
お
よ
び
評
価
に
つ
い
て
、
提
案
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
両
氏
は
、
授
業
開
始
以
前
か
ら
の
共
同
研
究
・
学
習
者
を
含

み
こ
ん
だ
研
究
・
学
習
者
の
内
面
も
含
め
た
'
授
業
の
内
的
な
展
開
の
研
究
な

ど
の
授
業
研
究
の
新
た
な
展
開
の
可
能
性
を
提
出
し
て
い
る
。

60

第
1
 
1
集
(
一
九
六
四
)
　
「
I
授
業
研
究
」

こ
の
号
で
は
、
「
読
解
指
導
に
お
け
る
授
業
研
究
の
諸
問
題
」
と
し
て
次
の
問

題
が
提
起
さ
れ
た
(
」
<
0
-
t
-
)
　
(
下
位
項
目
省
略
)
。

一
、
予
定
さ
れ
た
指
導
事
項
と
授
業
展
開
の
ず
れ

二
、
説
明
的
文
章
と
文
学
的
文
章
と
の
指
導
法
の
ち
が
い

三
'
読
解
指
導
に
お
け
る
問
題
法
と
精
読
法

四
、
授
業
展
開
に
お
け
る
主
退
、
要
旨
取
り
上
げ
の
時
期

五
'
生
徒
間
の
話
し
合
い
。
討
議
の
機
会
と
方
法

六
、
文
字
・
語
句
・
語
法
指
導
の
位
㌍



七
'
発
問
お
よ
び
応
答
の
あ
り
方
(
適
否
)
-
発
言
の
類
型

八
'
板
書
お
よ
び
ノ
1
-
の
取
-
方

附
　
児
童
に
各
自
の
問
題
点
や
短
文
づ
-
り
の
結
果
を
板
詐
さ
せ
た
り
'
書

写
さ
せ
た
り
書
写
を
的
確
に
さ
せ
る
た
め
の
板
書
の
問
題

そ
の
中
か
ら
、
各
地
区
で
次
の
よ
う
に
問
題
と
校
種
が
選
ば
れ
'
研
究
授
業

と
研
究
協
議
が
行
わ
れ
た
。

関
東
地
区
・
・
・
-
第
四
問
題
　
小
学
校

近
地
比
j
v
1
.
.
.
-
i
小
八
間
地
　
中
*
.
 
'
蝣
;
-
蝣
・
-
'

中
国
地
区
-
-
第
二
問
題
　
高
等
学
校

こ
の
号
で
は
、
今
ま
で
の
授
業
実
践
の
中
か
ら
、
ま
た
'
こ
れ
ま
で
の
授
業

研
究
の
中
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
た
'
授
業
に
関
わ
る
問
題
を
考
え
る
た
め
に
も

そ
れ
ら
の
問
題
の
中
か
ら
三
つ
を
選
ん
で
集
中
し
て
議
論
し
て
い
る
。
こ
う
い

う
目
的
の
た
め
、
ま
た
、
こ
の
号
の
研
究
協
議
の
記
述
が
、
前
3
集
の
よ
う
な

討
論
そ
の
も
の
の
収
録
で
な
-
、
記
述
者
に
よ
り
ま
と
め
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い

る
た
め
へ
　
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
協
議
に
お
い
て
'
参
加
者
が
ど
の
よ
う
な
マ
ク
ロ

な
視
点
を
持
っ
て
授
業
を
見
て
い
る
か
は
見
え
て
こ
な
い
。

第
1
 
2
集
(
l
九
六
五
)

こ
の
号
で
は
'
第
二
十
八
回
学
会
の
第
二
日
報
告
と
し
て
、
斎
藤
東
門
氏
の

「
「
杜
千
春
」
を
少
時
問
で
扱
う
学
習
指
草
案
(
中
学
l
年
)
」
に
よ
る
研
究
授

業
と
研
究
協
議
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
授
業
対
す
る
研
究
協
議
の
中
で
、
教

育
方
法
学
者
の
吉
田
昇
氏
は
「
(
授
業
研
究
の
観
点
を
、
と
問
わ
れ
て
)
　
(
こ

何
を
教
え
る
か
。
国
語
の
場
合
は
同
じ
教
材
で
も
人
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
な
の

で
'
た
い
へ
ん
む
ず
か
し
い
問
題
で
あ
る
.
な
に
を
主
だ
と
考
え
ら
れ
て
き
て

い
る
か
'
こ
こ
に
も
問
題
が
あ
る
と
思
う
0
　
(
二
)
指
導
の
ね
ら
い
に
従
っ
て
順

序
が
よ
か
っ
た
か
o
　
(
≡
)
場
の
問
題
.
教
師
-
作
品
-
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
う
ま
-
い
っ
た
か
ど
う
か
が
問
題
に
な
る
と
思
う
。
国
語
の
場
合
は
ま
だ
共

通
の
授
業
分
析
が
行
わ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
だ
と
思
う
。
(
ォ
S
)
」
と
述
べ
、

国
語
科
の
授
業
研
究
に
'
共
通
の
マ
ク
ロ
な
視
点
が
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。し
か
し
な
が
ら
'
第
。
0
-
2
集
ま
で
は
、
授
業
そ
の
も
の
を
ど
う
み
る
か
と

い
う
マ
ク
ロ
な
視
点
の
積
み
重
ね
が
あ
る
程
度
見
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
第
1
 
1
・

1
2
集
と
'
個
別
的
な
議
論
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
'
そ
の
継
承
に
ス
ト
ッ
プ

が
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
教
育
方
法
の
分
野
か
ら
は
'

授
業
研
究
の
枠
組
み
と
い
う
点
か
ら
見
て
、
見
え
る
成
果
が
挙
が
っ
て
い
な
い

と
み
え
る
だ
ろ
う
。
で
は
、
第
0
0
-
S
集
ま
で
の
成
果
は
、
以
後
の
授
業
研
究

に
活
か
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。

c
o
'
c
¥
j
蝣
孤
立
す
る
学
会
誌
の
授
業
研
究
関
係
論
文

末
3
は
、
学
会
誌
掲
載
の
授
業
研
究
関
係
論
文
(
D
を
除
く
)
　
の
参
考
・
引

用
文
献
状
況
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
文
献
数
」
は
そ
の
論
文
に
挙
げ
ら
れ
た

引
用
・
参
考
文
献
数
を
'
「
内
学
会
誌
」
は
へ
そ
の
参
考
文
献
の
中
で
『
国
語

科
教
育
j
　
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
の
数
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
表
か
ら
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
読
み
と
れ
る
だ
ろ
う
か
。
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(
表
3
‥
学
会
誌
掲
載
の
授
業
研
究
関
係
論
文
の
参
考
・
引
用
文
献
状
況
)

刊 A

九 九 九 九 九 九 九 九 九 九 九 九 九 九 九 九 九 九 九 九 九 九 九 行
九 九 九 九 九 九 九 九 九 九 九 八 ノ、 ノ＼ ノ＼ 八 八 ノ、 七 七 圭 六 五

五 ○ ⊂) ○ 九 九 九 七 五 四 ノ、 四 九 九 4 -

栄 田
中
牧 山 加 揮 m

中
IS 佐 篠 棚 浜 苗 m

中
北 荏

管

世 中 加

inbt

n -

梶 ・蝣)

著

者

m 宏 戸 下 顔 本 宏 崎 藤 揮 柿 良 木 莱 粂 本 荏 良 那 上 名

7 10 5 1 6 l l 5 ll 0 5 0 6 0 l l 10 蝣I 5 0 0 0 0 0 0 0

文

in(

敬

0 1
撹
イ

0 0 0 0 0 0 0 0 1
※
イ

0 0 1
※

ア

0 0 0 0 0 0 0 0 0

内

辛

会

壬土
FLC、

刊 B

九 九 九 九 九 九 九 九 九 九 九 九 l九 行 C
九 九 九 九 九 七 七 六 六 五 九 九 九
九 六 7f. 五 A 九 六 ノ、 九 八 六 午

問 山 小 高 症 中 野 秩 一蝣I-
野

野 木 j=
ロ
井
著

者

漸 下 川 木 瀬 柿 ロ 原 他 也 村 川 上 名

9 7 13 s 2 0 0 0 0 r 10 13 8

文

献

数

1
※
イ

1
※
イ

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

内

学

会

ヨIt:良じ、

(
ォ
・
ア
は
、
授
業
研
究
以
外
の
学
会
誌
論
文
を
参
考
文
献
に
挙
げ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
※
イ
は
'

そ
C
蝣
,
'
!
>
蝣
'
サ
;
*
c
-
r
:
日
嗣
や
=
い
た
午
(
・
証
豆
J
<
r
4
∵
-
V
;
」
に
十
げ
て
い
・
T
J
と
v
-
j
;
小
す
/
)

授
業
研
究
そ
の
も
の
と
し
て
の
A
の
論
文
群
を
見
る
と
、
1
九
八
四
年
以
前

は
'
参
考
・
引
用
文
献
が
な
い
こ
と
'
そ
し
て
な
に
よ
り
も
、
驚
-
べ
き
事
は
'

学
会
誌
論
文
か
ら
の
引
用
や
参
考
文
献
へ
の
掲
載
が
ほ
と
ん
ど
な
-
、
あ
っ
て

も
、
自
著
の
以
前
の
論
文
へ
の
言
及
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
先
に
示
し
た
よ
う
な
'
学
会
が
挙
げ
て
行
っ
た
共
同
授
業
研
究
の

成
果
を
、
明
示
的
に
引
用
・
参
考
に
し
て
い
る
論
文
は
一
本
も
な
い
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
、
「
孤
立
」
し
た
　
(
ま
た
別
の
こ
と
ば
で
は
「
自
閉
」
し
た
)
学
会

誌
の
授
業
研
究
論
文
の
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
-
る
。



4
'
孤
立
と
引
き
裂
か
れ
の
「
授
業
研
究
」
の
背
景

実
践
者
は
基
本
的
に
'
引
き
裂
か
れ
て
い
る
.
授
業
を
行
う
と
言
う
こ
と
は

当
然
の
事
な
が
ら
教
師
の
立
場
で
構
想
す
る
の
だ
か
ら
ー
「
教
師
的
側
面
」
を
実

践
者
は
も
つ
こ
と
に
な
る
が
t
 
l
方
で
、
授
業
を
構
想
し
授
業
を
実
践
す
る
た

め
に
は
'
実
践
者
の
心
内
に
「
学
習
者
的
側
面
」
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

実
践
者
自
ら
が
後
者
の
面
を
も
た
な
い
と
'
学
習
者
の
リ
ア
ル
な
実
態
を
捉
え

る
出
発
点
に
す
ら
た
て
な
い
。
こ
の
両
側
面
を
持
つ
こ
と
で
'
実
践
者
は
引
き

裂
か
れ
る
状
況
に
直
面
す
る
。

l
方
で
、
国
語
教
育
研
究
に
は
別
の
引
き
裂
か
れ
も
存
在
す
る
。
野
地
(
l

九
五
八
)
は
、
国
語
教
育
学
の
二
つ
の
側
面
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
国

語
教
育
学
は
'
国
語
教
育
の
基
礎
理
論
と
し
て
の
性
格
を
も
っ
て
い
る
。
」
「
国

語
教
育
学
は
、
「
実
践
か
ら
導
か
れ
る
理
論
」
と
し
て
の
性
格
を
も
っ
て
い
る
」
0

こ
れ
ら
二
つ
の
側
面
は
次
の
よ
う
な
研
究
を
必
要
と
し
て
い
る
。
「
国
語
教

育
理
論
を
求
め
て
い
-
立
場
か
ら
は
'
(
中
略
)
先
行
理
論
・
外
国
理
論
・
関

連
科
学
の
理
論
な
ど
の
継
承
・
摂
取
が
必
要
な
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
.
」
　
l
方
へ

「
「
実
践
に
導
か
れ
る
理
論
」
を
生
み
出
し
て
い
-
た
め
に
は
'
実
嘩
王
体
の
基

本
的
立
場
の
確
立
、
実
践
精
神
・
実
践
環
境
の
反
省
、
学
習
者
と
の
人
間
関
係

の
重
視
、
学
習
指
導
(
実
践
)
に
即
し
て
の
思
考
活
動
な
ど
が
必
要
に
な
る
。
」

こ
の
「
実
践
か
ら
導
か
れ
る
理
論
」
の
成
立
過
程
・
成
立
事
情
を
み
て
い
く

た
め
に
は
'
「
各
実
践
者
の
実
践
体
験
の
記
述
・
述
懐
に
よ
ら
な
く
て
は
な
ら
な

い
」
し
か
も
'
そ
れ
は
「
切
実
な
実
践
体
験
」
で
な
-
て
は
な
ら
な
い
と
述
べ

て
い
る
。

国
語
教
育
研
究
者
は
、
特
に
実
践
に
か
か
わ
ろ
う
と
す
る
研
究
者
は
'
い
わ

ゆ
る
漬
経
的
な
「
理
論
」
と
実
践
、
し
か
も
切
実
な
実
践
か
ら
帰
納
さ
れ
る

「
理
論
」
と
い
う
、
二
つ
の
か
な
-
隔
た
り
の
あ
る
「
理
論
」
を
構
築
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
別
の
言
葉
で
言
え
ば
前
者
は
没
価
値
的
な
「
記
述
研
究
」
・
「
読

明
研
究
」
の
た
め
の
「
理
論
」
で
あ
る
の
に
対
し
'
後
者
は
価
値
的
な
方
向
を

持
つ
「
実
践
研
究
」
の
た
め
の
「
理
論
」
な
の
で
あ
る
。
こ
の
引
き
裂
か
れ
は

か
な
り
大
き
い
。
し
た
が
っ
て
、
国
語
教
育
研
究
者
は
、
そ
の
両
者
の
「
理
論
」

を
つ
な
ぐ
こ
と
を
必
死
で
考
え
る
が
'
そ
の
道
は
か
な
り
困
難
で
あ
る
o

こ
う
し
て
考
え
る
と
、
国
語
教
育
に
お
い
て
自
ら
の
実
践
を
も
と
に
研
究
す

る
こ
と
は
'
二
重
の
引
き
裂
か
れ
を
体
験
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
ず
'
授
業
実

施
に
お
け
る
「
学
習
者
的
側
面
」
と
「
教
師
的
側
面
」
の
引
き
裂
か
れ
で
あ
り
'

研
究
す
る
こ
と
に
お
け
る
「
没
価
伯
的
理
論
」
と
「
価
値
的
理
論
」
の
引
き
裂

か
れ
で
あ
る
。
こ
の
二
重
の
引
き
裂
か
れ
は
か
な
り
苦
し
い
。
し
た
が
っ
て
'

授
業
実
践
研
究
者
は
へ
　
こ
の
ど
れ
か
の
面
に
目
を
つ
ぶ
っ
て
'
実
践
・
研
究
す

る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
「
価
伯
的
理
論
」
は
、
個
々
の
実
践
が
切
実
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
へ
そ

こ
か
ら
得
ら
れ
る
「
理
論
」
を
他
者
は
受
け
継
ぐ
こ
と
は
非
常
に
む
ず
か
し
い
。

そ
の
実
践
が
優
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
考
え
る
程
'
「
理
論
」
と
し
て
1

般
化
す
る
こ
と
に
も
　
た
め
ら
い
と
恐
れ
を
感
じ
て
し
ま
う
。

さ
ら
に
、
国
語
教
育
研
究
で
は
、
他
者
の
「
没
価
椿
的
理
論
」
を
批
判
継
承

す
る
と
い
う
慣
習
が
成
立
し
て
い
な
い
。
読
む
こ
と
に
し
て
も
書
く
こ
と
に
し

て
も
'
例
え
ば
そ
の
分
野
の
去
年
一
年
間
の
研
究
成
果
を
レ
ビ
ュ
ー
し
へ
そ
の

成
果
を
批
判
的
に
検
討
す
る
と
い
う
よ
う
な
、
研
究
慣
習
が
未
だ
に
成
立
し
て

い
な
い
。
著
名
な
実
践
者
や
研
究
者
が
苦
い
た
単
行
本
な
ど
の
成
果
を
、
無
批
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判
に
受
け
入
れ
る
一
方
で
'
現
場
の
教
師
や
大
学
院
生
の
実
践
・
研
究
成
果
は
'

ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
こ
と
な
-
消
え
て
い
っ
て
い
る
.

以
上
の
よ
う
な
'
二
重
の
引
き
裂
か
れ
と
二
つ
の
「
理
論
」
の
非
継
承
が
、

学
会
誌
授
業
研
究
論
文
の
孤
立
　
(
そ
れ
は
、
国
語
科
授
業
研
究
の
そ
の
も
の
の

孤
立
で
あ
り
'
授
業
研
究
者
の
孤
立
で
も
あ
る
)
　
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

5
`
孤
立
と
引
き
裂
か
れ
の
「
授
業
研
究
」
か
ら
抜
け
出

す
た
め
に

こ
の
よ
う
な
状
況
を
ど
の
よ
う
に
う
ち
破
っ
て
い
け
ば
い
い
だ
ろ
う
か
。
先

に
見
た
よ
う
に
、
研
究
ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
'
没
価
値
的
な
因
果
論
に
基
づ
-
い

わ
ゆ
る
実
証
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
'
価
値
的
な
D
Z
l
的
論
に
基
づ
-
実
践
的
な
ア

プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
違
い
は
、
ギ
ボ
ン
ズ
ら
(
1
九
九
四
)

の
い
う
モ
ー
ド
論
に
お
け
る
、
知
識
生
産
に
お
け
る
モ
ー
ド
I
と
モ
ー
ド
2
の

違
い
と
対
応
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ギ
ボ
ン
ズ
ら
に
よ
れ
ば
'
モ
ー
ド
I
は
'
従
来
の
　
「
科
学
」
　
の
概
念
と
変
わ

ら
な
い
'
あ
る
領
域
の
学
問
分
野
の
方
法
と
目
的
に
合
致
し
そ
の
分
野
の
訓
練

を
受
け
た
、
い
わ
ゆ
る
「
科
学
者
」
が
行
う
知
識
生
産
の
様
式
で
あ
る
。
そ
れ

に
対
し
、
モ
ー
ド
2
は
、
「
よ
-
広
い
コ
ン
テ
ク
ス
-
、
ト
ラ
ン
ス
デ
ィ
シ
プ
リ

ナ
リ
な
社
会
的
'
経
済
的
コ
ン
テ
ク
ス
-
の
な
か
で
生
み
出
さ
れ
(
c
u
-
8
)
」
も

そ
の
担
い
手
は
「
実
践
家
」
で
あ
り
'
実
際
の
実
践
の
日
賦
中
に
問
題
発
見
と
問

題
解
決
が
行
わ
れ
る
'
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
人
々
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

敬
-
な
が
ら
行
い
、
そ
こ
で
は
「
流
動
的
な
問
題
解
決
能
力
(
ォ
8
)
」
が
必

要
で
あ
る
。

国
語
教
育
研
究
を
へ
　
こ
の
モ
ー
ド
I
と
モ
ー
ド
2
が
山
会
う
場
と
し
て
捉
え

た
い
と
い
う
の
が
、
本
論
の
立
場
で
あ
る
。
従
来
の
研
究
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の

モ
ー
ド
の
研
究
が
行
わ
れ
て
い
た
わ
け
だ
が
'
モ
ー
ド
の
区
別
に
意
識
的
で
は

な
く
、
そ
の
た
め
'
実
践
研
究
が
不
必
要
な
一
般
化
を
目
指
し
た
-
'
あ
る
理

論
の
応
用
的
な
研
究
に
な
っ
た
-
'
ま
た
逆
に
実
証
的
な
研
究
で
あ
-
な
が
ら
'

具
体
的
な
授
業
へ
の
展
開
を
無
理
し
て
行
っ
て
き
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
同
語
教

育
研
究
を
'
二
つ
の
モ
ー
ド
の
研
究
が
出
会
う
場
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
峻
別
し

て
再
編
成
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
'
次
の
よ
う
な
提
案
を
行
い

た
い
。

(
-
)
実
践
研
究
(
モ
ー
ド
2
の
研
究
)
　
の
た
め
に

ま
ず
、
モ
ー
ド
2
の
研
究
ア
プ
ロ
ー
チ
に
当
た
る
'
価
伯
を
目
指
す
実
践
研

究
の
た
め
に
は
、
孤
立
を
防
ぐ
た
め
の
、
実
践
者
・
研
究
者
の
共
同
に
よ
る
研

究
を
行
う
こ
と
を
提
案
し
た
い
。
こ
れ
は
へ
授
業
に
つ
い
て
'
当
事
者
と
参
与

観
察
者
が
、
実
践
に
あ
ら
わ
れ
た
問
題
を
'
開
か
れ
た
場
で
考
え
る
討
議
を
通

し
て
'
し
か
も
'
各
々
の
心
の
内
部
の
　
「
引
き
裂
か
れ
」
を
互
い
に
実
感
す
る

た
め
の
'
可
変
的
な
役
割
を
持
っ
て
討
議
す
る
こ
と
で
'
実
践
者
に
は
当
事
者

で
は
な
い
視
点
か
ら
の
授
業
改
善
の
ア
イ
デ
ア
が
得
ら
れ
、
一
方
研
究
者
は
、

自
ら
の
研
究
の
「
実
践
に
お
け
る
強
度
」
が
試
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ

ん
そ
こ
で
は
'
実
践
・
研
究
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
「
孤
立
と
引
き
裂
か
れ
」
が

語
ら
れ
共
有
さ
れ
て
(
も
ち
ろ
ん
全
て
を
共
有
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
か
ら
、
逆

に
自
立
を
促
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
る
)
、
実
践
や
研
究
へ
の
意
欲
づ
け
に
も
つ

な
が
っ
て
い
-
だ
ろ
う
。
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(
2
)
記
述
・
説
明
研
究
(
モ
ー
ド
-
の
研
究
)
　
の
た
め
に

こ
こ
で
は
、
国
語
科
教
育
だ
け
で
な
-
'
他
の
学
問
分
野
の
研
究
成
果
を
も
'

積
極
的
に
か
つ
合
理
的
に
取
り
入
れ
た
研
究
が
、
研
究
者
の
手
に
よ
っ
て
行
わ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
具
体
的
に
は
'

・
国
語
科
授
業
を
記
述
す
る
た
め
の
枠
組
み
の
研
究

・
授
業
の
'
顕
在
的
・
潜
在
的
構
造
の
研
究

・
教
師
・
学
習
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
内
面
を
記
述
す
る
研
究

と
い
っ
た
研
究
が
、
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
う
い
っ
た
分
野
に
お

け
る
国
語
科
教
育
研
究
自
身
の
成
果
を
ま
と
め
継
承
し
て
い
-
よ
う
な
'
組
織

的
な
シ
ス
テ
ム
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

(
3
)
　
思
想
研
究
(
モ
ー
ド
-
の
研
究
)
　
の
た
め
に

授
業
を
実
践
し
た
-
記
述
し
た
-
研
究
し
た
-
す
る
行
為
の
背
後
に
は
'
な

ん
ら
か
の
「
思
想
(
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
)
」
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
実
践
の
場
で
は
'

こ
の
よ
う
な
「
思
想
」
に
つ
い
て
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
。
し
か
し
'
国
語

科
教
育
の
研
究
で
は
'
実
践
さ
れ
、
実
践
が
語
ら
れ
、
実
践
が
改
善
さ
れ
'
実

践
が
研
究
さ
れ
る
、
そ
の
よ
う
な
場
で
働
-
「
思
想
(
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
)
」
に

っ
い
て
、
鋭
-
迫
っ
て
い
-
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
'
国
語
科
教
育
も
「
教
育
」

と
い
う
、
す
ぐ
れ
て
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
I
」
的
な
国
家
装
置
の
〓
鏑
を
担
う
も
の

で
あ
り
、
国
語
科
教
育
研
究
と
い
う
「
研
究
」
も
、
こ
れ
ま
た
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」

的
な
装
置
と
な
-
つ
つ
あ
る
現
在
に
お
い
て
は
、
極
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

(
4
)
　
二
つ
の
モ
ー
ド
の
研
究
が
出
会
う
場

以
上
の
三
つ
の
研
究
ア
プ
ロ
ー
チ
が
出
会
う
場
と
し
て
「
学
会
」
は
重
要
で

あ
る
.
「
学
会
」
は
'
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
自
覚
的
な
人
々
が
集
ま
る
場

で
あ
り
、
そ
の
成
果
を
公
開
し
討
試
す
る
場
で
あ
り
、
異
な
る
立
場
の
人
々
か

ら
の
洗
礼
を
受
け
る
場
で
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
自
覚
的
で
柔
軟
な
国

語
科
教
育
研
究
/
実
践
者
と
い
う
も
の
が
育
っ
て
い
く
と
考
え
る
。

六
`
最
後
に
-
実
際
に
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
か

私
自
身
が
上
の
　
(
-
0
-
(
-
*
)
に
関
し
て
'
最
近
行
っ
て
い
る
の
は
次
の

よ
う
な
こ
と
こ
と
で
あ
る
。

(
-
)
　
に
関
し
て
は
'
次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
。

(
-
-
〇
一
九
九
八
年
第
九
五
回
全
国
大
学
国
語
教
育
学
会
の
ラ
ウ
ン
ド

テ
ー
ブ
ル
「
本
当
に
必
要
な
こ
と
ば
の
力
と
は
何
か
」
に
お
け
る
、

授
業
観
察
と
そ
の
発
表
及
び
討
議
(
f
'
J
と
ば
の
学
び
』
創
刊
号

こ
と
ば
の
学
び
研
究
会
二
〇
〇
〇
年
に
所
収
)

(
-
-
O
,
)
愛
知
県
岡
崎
市
立
羽
根
小
学
校
で
の
授
業
研
究
(
「
新
し
い
授
業

研
究
へ
の
模
索
」
と
し
て
「
国
語
科
の
実
践
構
想
-
授
業
研
究
の

方
法
と
可
能
性
神
戸
大
学
教
授
浜
本
純
逸
先
生
退
官
記
念
論
集
」

東
洋
館
出
版
社
二
〇
〇
一
年
に
所
収
)

-
　
c
o
)
　
二
〇
〇
〇
年
全
国
大
学
国
語
教
育
学
会
第
九
九
回
発
表
「
第
一
次

の
出
会
い
-
し
た
た
か
な
主
体
を
立
ち
上
げ
る
た
め
の
共
同
授
業

研
究
-
」

(
2
)
　
に
関
し
て
は
'
(
　
-
　
c
o
)
　
の
発
表
時
に
'
授
業
を
記
述
す
る
た
め
の
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枠
組
み
で
あ
る
「
ス
テ
ー
ジ
・
フ
ロ
ア
理
論
」
を
提
案
し
て
い
る
。
こ
れ
は
'

「
授
業
は
'
教
師
と
発
言
す
る
学
習
者
だ
け
で
構
成
さ
れ
る
の
で
は
な
い
-
こ

れ
が
'
本
研
究
で
使
用
し
ょ
う
と
す
る
「
ス
テ
ー
ジ
・
フ
ロ
ア
理
論
」
の
骨
子

で
あ
る
。
確
か
に
、
授
業
は
教
師
と
選
ば
れ
た
学
習
者
(
指
名
さ
れ
た
り
自
ら

発
言
し
て
教
師
に
取
-
上
げ
ら
れ
た
学
習
者
)
が
進
め
て
い
っ
て
い
る
所
も
あ

る
。
こ
れ
を
授
業
の
「
ス
テ
ー
ジ
」
と
考
え
て
み
る
。
教
師
は
常
に
ス
テ
ー
ジ

に
お
り
、
学
習
者
を
に
ス
テ
ー
ジ
に
上
げ
て
い
き
'
授
業
を
進
め
て
い
る
。
し

か
し
'
授
業
は
「
ス
テ
ー
ジ
部
分
」
だ
け
で
は
な
い
O
全
-
畢
一
一
1
L
D
し
な
い
学
習

者
や
一
度
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
っ
て
再
び
戻
っ
た
学
習
者
に
も
'
授
業
は
存
在
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
授
業
の
「
ス
テ
ー
ジ
」
以
外
の
部
分
を
授
業
の
「
フ
ロ

ア
」
と
考
え
て
み
よ
う
。
例
え
仝
-
発
言
も
せ
ず
選
ば
れ
も
し
な
い
学
習
者
で

あ
っ
て
も
、
授
業
時
間
中
に
は
何
か
が
起
こ
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
そ
の
学
習
者

に
と
っ
て
の
「
授
業
」
で
あ
る
。
ス
テ
ー
ジ
・
フ
ロ
ア
理
論
で
は
'
ク
ラ
ス
の

全
学
習
者
の
授
業
中
の
よ
う
す
を
一
人
一
人
に
起
こ
つ
　
「
授
業
」
と
し
て
記
述

す
る
。
こ
う
し
て
、
授
業
は
「
ス
テ
ー
ジ
」
と
学
習
者
の
人
数
分
の
「
フ
ロ
ア
」

と
か
ら
成
る
'
複
合
テ
ク
ス
ト
と
し
て
描
か
れ
る
の
で
あ
る
。
(
発
表
要
旨
集

よ
り
)
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
「
ス
テ
ー
ジ
・
フ
ロ
ア
理
論
」
は
開

発
の
途
上
の
理
論
で
あ
り
'
ま
だ
見
る
べ
き
成
果
は
出
せ
て
い
な
い
。

(
3
)
　
に
関
し
て
の
位
近
の
私
の
仕
事
は
、
「
母
語
教
育
の
一
つ
の
可
能
性
に

向
け
て
-
「
t
a
s
h
a
」
と
「
ダ
ブ
ル
バ
イ
ン
ド
」
を
拒
否
し
て
い
-
-
」
(
『
社
会

文
学
」
第
1
6
号
'
二
〇
〇
一
年
)
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
'
「
異
質
な
る
他

者
」
と
い
う
概
念
(
そ
の
論
文
で
は
「
t
a
s
h
a
」
と
記
し
て
い
る
)
を
拒
否
す
る

こ
と
か
ら
出
発
し
、
自
分
に
と
っ
て
は
、
「
他
者
」
を
指
定
す
る
こ
と
は
、
結

局
「
あ
な
た
と
つ
な
が
り
た
い
'
そ
し
て
私
を
変
え
て
ほ
し
い
」
　
(
「
私
と
つ
な

が
り
な
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
お
前
は
変
わ
れ
る
だ
ろ
う
」
)
と
い
う
存
在
を
希
求

す
る
こ
と
で
あ
り
'
教
育
か
ら
ま
す
ま
す
雛
れ
て
い
-
と
論
じ
た
も
の
で
あ
る
o

「
他
者
」
概
念
と
授
業
と
い
う
も
の
の
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
の
内
実

と
そ
の
共
犯
関
係
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
り
'
今
後
私
自
身
が
'
授
業
を
考
え

て
い
く
上
で
の
、
思
想
的
な
基
盤
と
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

(
4
)
　
に
関
し
て
は
'
従
来
か
ら
あ
る
「
全
国
大
学
国
語
教
育
学
会
」
の
枠

組
み
の
さ
ら
な
る
改
善
に
努
力
す
る
と
共
に
、
新
し
い
研
究
会
を
立
ち
上
げ
て
t

よ
り
ダ
イ
レ
ク
ト
に
試
行
し
ょ
う
と
し
て
い
る
。
一
つ
は
'
「
H
A
T
研
究
会
」

と
い
う
も
の
で
あ
り
、
牧
戸
章
氏
(
滋
賀
大
学
)
及
び
長
滞
貴
氏
(
東
京
大
学

大
学
院
)
が
そ
れ
ぞ
れ
行
う
共
同
授
業
研
究
の
連
合
組
織
と
し
て
の
性
格
を

持
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
'
そ
れ
ぞ
れ
が
行
っ
て
い
る
共
同
授
業
研
究
の
成
果
と

問
題
点
を
話
し
合
う
こ
と
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
臨
床
国
語
教
育
研
究
会
」

と
い
う
も
の
を
立
ち
上
げ
て
い
る
　
(
h
t
t
p
:
/
/
h
o
m
e
p
a
g
e
.
m
a
c
.
c
o
m
/
n
a
n
b
a

h
i
r
o
t
a
k
a
＼
P
e
r
s
o
n
a
1
.
h
t
m
l
)
。
こ
れ
は
'
臨
床
的
な
授
業
研
究
を
行
お
う
と
し

た
組
織
で
あ
-
、
そ
の
設
立
趣
意
書
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

「
本
来
'
国
語
教
育
の
研
究
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
が
関
わ
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
す
.
例
え
ば
'
学
校
現
場
で
働
-
人
々
'
教
育
学
を
研

究
し
て
い
る
人
々
、
幼
児
教
育
に
挽
わ
る
人
々
、
国
語
教
育
を
研
究
し
て
い
る

人
々
な
ど
。
こ
れ
ら
の
人
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
自
覚
し
っ
つ
、
し
か
も

対
等
の
立
場
で
'
「
国
語
教
育
の
現
場
」
に
つ
い
て
語
り
合
い
'
そ
こ
で
得
た

知
識
と
智
恵
と
活
力
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
場
で
生
か
し

て
い
き
た
い
、
そ
ん
な
願
い
を
も
っ
て
、
私
た
ち
は
「
臨
床
国
語
教
育
研
究
会
」
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を
設
立
い
た
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
い
う
「
国
語
教
育
の
現
場
」
と
は
、
学
校
教
育
の
国
語
科
授
業
に
と

ど
ま
る
も
の
で
は
あ
-
ま
せ
ん
。
人
々
が
'
母
語
に
ふ
れ
'
母
語
を
教
え
学
び
、

母
語
に
よ
っ
て
抑
圧
さ
れ
鼓
舞
さ
れ
る
場
、
す
べ
て
を
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
'

「
国
語
教
育
の
現
場
」
は
、
現
在
の
「
現
場
」
を
指
す
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

過
去
に
お
け
る
「
国
語
教
育
の
現
場
」
、
未
来
に
お
け
る
「
国
語
教
育
の
現
場
」

を
も
指
し
示
し
て
い
ま
す
。
時
間
・
空
間
・
位
相
の
違
い
を
超
え
て
「
国
語
教

L
r
;
の
現
場
」
で
は
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
も
ま
た
時
間
・
空
間
・
位
相
の
そ

れ
ぞ
れ
の
違
い
の
中
で
「
国
語
教
育
の
現
場
」
は
ど
の
よ
う
な
違
い
を
見
せ
て

い
る
か
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
を
考
え
あ
う
こ
と
が
で
き
た
ら
と
、
私
た
ち
は
考

え
て
い
ま
す
。

本
研
究
会
で
は
、
研
究
の
柱
と
し
て
、
実
践
研
究
・
発
達
(
変
容
)
研
究
・

社
会
文
化
的
研
究
の
三
つ
を
考
え
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
い
う
実
践
研
究
と
は
'

「
国
語
教
育
の
現
場
」
で
何
が
行
わ
れ
て
い
る
　
(
た
)
　
の
か
、
そ
れ
は
ど
の
よ

う
に
記
述
・
説
明
で
き
る
の
か
'
ま
た
へ
何
を
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
い
い
の
か
、

な
ど
に
つ
い
て
研
究
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
ま
た
'
発
達
(
変
容
)
研
究
と

は
'
「
国
語
教
育
の
現
場
」
を
経
験
す
る
こ
と
で
'
そ
こ
に
関
わ
っ
た
人
々
(
例

え
ば
'
教
師
・
学
習
者
・
親
・
子
な
ど
)
が
ど
の
よ
う
に
発
達
(
変
容
)
す
る

か
に
つ
い
て
研
究
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
さ
ら
に
'
社
会
文
化
的
研
究
と
は
'

「
国
語
教
育
の
現
場
」
や
そ
の
中
の
構
成
員
が
t
よ
り
広
い
社
会
文
化
的
な
文

脈
の
中
で
'
ど
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
ど
の
よ
う
な
影
響
を
授
受
し
て
い
る
か
を
、

研
究
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
三
つ
の
柱
の
研
究
を
通
し
て
'

「
新
し
い
国
語
(
母
語
)
　
の
学
び
」
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

臨
床
国
語
教
L
r
;
研
究
会
で
'
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
の
人
々
が
集
い
ー
語
り
合
い
、

次
へ
の
希
望
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
」

以
上
の
よ
う
な
取
-
組
み
を
私
自
身
も
行
っ
て
い
る
が
、
こ
う
い
っ
た
「
実

践
」
　
(
「
実
践
的
実
践
」
と
「
理
論
的
実
践
」
)
を
'
多
-
の
人
々
が
自
分
た
ち

な
り
に
行
う
よ
う
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

【
引
用
文
献
】

ギ
ボ
ン
ズ
t
 
M
編
(
一
九
九
回
)
小
林
信
一
監
訳
(
一
九
九
七
)
『
現
代
社
会

と
知
の
創
造
-
モ
ー
ド
論
と
は
何
か
-
」

j
*
-
-
-

難
波
博
孝
(
l
九
九
九
)
　
『
説
明
文
学
習
指
導
の
基
礎
論
的
研
究
-
テ
ク
ス

ト
分
析
論
・
読
解
モ
デ
ル
論
二
言
語
発
達
論
を
中

心
に
-
」
　
(
博
士
口
霊
的
求
論
文
　
末
刊
行
)

野
地
潤
家
(
一
九
五
八
)
「
国
語
教
育
学
の
理
論
的
性
格
」
『
国
語
科
教
育
」

i-irj-r

(
広
島
大
学
)
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